
建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用
に関するプロジェクト（２０２０）

－Ｒ１横浜湘南道路藤沢立坑その２工事－

大成建設、成和コンサルタント、横浜国立大学、
日本建設業連合会、パシフィックシステム、
エム・エス・ティー、ＫＹＢ コンソーシアム

クラウド型生コン品質管理システムの社会実装
を想定した活用

（電子化した生コン情報のクラウド共有
活用に関する試行）
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「生コン情報電子化」のベースシステム

フォーマットを統一
生コンJIS伝票の
全データの活用

コンクリート打込みの進行状況、品質管理データ、試験
状況の画像等を電子化し、クラウド上で、発注者・供給
者・施工者の３者で共有する

製造～運搬～荷卸～打込 の時間情報

打設累計

経過時間

生コン１台毎

タブレットでもスマホでも
・・誰でも・・

【運搬中】

４つのフェーズ

【待機中】

【荷卸済】

【荷卸中】

品質管理システムによる
打込み情報の共有

生コン情報
→情報共有サーバへ転送

→共有
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経緯 ｺﾝｸﾘｰﾄ工生産性向上協議会の議論

●第６回 日建連より「生コン情報の電子化」を提案
２０１８ＰＲＩSM⇒共通クラウド＋品管システム適用＋遠隔立会

●第８回 「生産性向上」と「品質向上」の効果を報告
・現場作業時間を最大20%減 ・内業時間を50%以上減
・ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報交換と見える化で打重ね時間を短縮

２０１９ＰＲＩSM⇒試験作業・監督業務削減（受入れ全数管理）
施工履歴のCIM連携＋供給者のメリット抽出

●第９回 「全数管理」による現行手法代替の可能性を報告
・受入試験のクラウド監視が可能 ・打重ね時間短縮10% 
・単位水量/スランプの安定化 ・維持管理への貢献

２０１９追加ＰＲＩSM⇒ ・全数管理の適用性拡大/検証
・現場実装に必要となる技術基準の提案

２０２０ＰＲＩSM ⇒ ・クラウド型品管システムの社会実装
・供給者メリットの付与
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経緯 「生コン情報電子化」の成果と課題

●第６回 日建連より「生コン情報の電子化」を提案
２０１８ＰＲＩSM⇒共通クラウド＋品管システム適用＋遠隔立会

●第８回 「生産性向上」と「品質向上」の効果を報告
・現場作業時間を最大20%減 ・内業時間を50%以上減
・ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報交換と見える化で打重ね時間を短縮

２０１９ＰＲＩSM⇒試験作業・監督業務削減（受入れ全数管理）
施工履歴のCIM連携＋供給者のメリット抽出

●第９回 「全数管理」による現行手法代替の可能性を報告
・受入試験のクラウド監視が可能 ・打重ね時間短縮10% 
・単位水量/スランプの安定化 ・維持管理への貢献

２０１９追加ＰＲＩSM⇒ ・全数管理の適用性拡大/検証
・現場実装に必要となる技術基準の提案

２０２０ＰＲＩSM ⇒ ・クラウド型品管システムの社会実装
・供給者メリットの付与
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２０２０年度プリズム試行の概要

・クラウド型管理システムを、生コン協組単位で、複数の生コン工場
および施工現場に実装、地域としてのパイロット事業の実施

・「供給者のメリット」として、 生コン関係紙書類を全て電子化、クラウド
上でダウンロード可能/運搬・施工進捗のリアルタイム表示を提供
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試行の体制

生コン供給側

生コン協同組合
所属の各生コン
工場（販売店）

土木技術委員会
コンクリート技術部会
/土木情報技術部会

全国生コンクリート
工業組合連合会
技術委員会

生コン電子化WG

・大成建設
・成和コンサルタント
・横浜国立大学（前川教授）

生コン出荷
システム社
（２０１８年度プ
リズム参加社）

プリズム プリズム
２０１９追加 ２０２０

クラウド型品質管理
システムの社会実装

分科会

・パシフィック
システム

施工現場側

日建連所属
施工会社の
各施工現場

・パナソニック
アドバンスト
テクノロジー

・ソイルアンド
ロックエンジ
ニアリング

・エム・エス・
ティー

・KYB

・日本建設業
連合会

・東京地区協組
・神奈川協組
・湘南協組

東京・神奈川
建設業協会

全数調査での品質
管理手法の確立

分科会

日建連
会員会社

代替手法に
ついての
現場試行の
実績を収集
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実施工程

10月 11月 12月 1月 2月 3月

● ● ▼ ● ▼ ● ● ● ■ ■ ■ ● ■
報告関係 工事 横浜 採用 工事 契約 17 国交省 9 国土C報告 17 検査

監督官 国道 監督官 国交省 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ コンクリート工 日建連WEB
に説明 ご視察 に報告 技調打合せ 生産性向上協議会 報告会

４．社会実装とメリット創出 生コン電子化WG ▲ ▲ ▲ ▲
６．課題点とその解決 WG幹事会 △ △ △ △ △ △
　　供給側との協議 ◇ ◇ ◇ ◇◇ ◇

　　４．１社会実装体制構築 it-Con日建連WEB説明会
　　　適用現場・工場の選定と調整 〇 〇
　　　電子化プログラムのインスト―ル作業 コンクリート部会
　　　現場施工への適用
　　４．３ 工場側画面 ヒアリング プログラム作成 デモ
　　４．４ 提出書類電子化 システム設計 資料作成

５．藤沢立坑工事での試行
　　５．２ T-CIM/Con活用
　　４．５ 運搬情報の提供
　　５．３ PRISM2019追加

　　６．１ 運用組織の設定 〇NETIS取得

７．成果の反映
　　７．１ 協議会に対応
　　７．２ 基準化案の策定



●2018試行 ●社会実装
＜各工場←→特定の現場＞

の単位での試行
・生コン協組単位で、複数の生コン工

場・複数施工現場に並行して適用
・生コン工場専用の管理画面の提供
・現場提出書類を電子化しクラウドか

ら提供
・現場から、施工/運搬情報を提供

現場管理用の画面

取組み 内容

① 提出書類簡素化 紙媒体から電子媒体に変更

② JIS認証製品使用 納入製品の種類を削減

③ 学会・発注者の仕様
書・規格統一

個別基準の統一による品質
保証業務の削減

④ 共同納入普及/拡大 工場間偏り是正・安定納入

⑤ 残コン・戻りコン削減 配車合理化・処理費削減

⑥ 受入/工程/製品検査
・品質試験の合理化

重複試験の削減
JIS要求の試験の簡素化

⑦ 舗装コン強度管
理の省力化

試験体の小型化
圧縮試験による代替

8

社会実装と供給者へのメリットの創出



プリズム
２０１８年

試行

工場
１

工場
２

工場
３

日建
連

クラ
ウド

個々の
現場

１回の打設用に

日建連
システム

×調査対象
の打設日

だけ

プリズム
２０２０年

試行

工場
１

工場
２

工場
ｎ

日建
連

クラ
ウド

現場１

日建連
システム

or
自社シス

エム

：
：

＜定常的に＞

コンクリート
の打設の
ある日に
任意に・・・

現場２

現場３

現場ｎ

：
：

地域として
の実装化

複数の工場
×

複数の現場
に適用

社会実装 ２０１８年試行と本年度の相違

9



従来： ＰＣやタブレットのボタンを押す
などの操作を必要としていた

今回： 通常の出荷ボタンを押すだけ（なにもしない）

従来： 電話等による情報交換により現場状況を確認
今回： タブレット画面で打設状況をリアルタイムに取得

供給側のメリット① 伝票情報の自動転送

10



供給側 伝票自動転送共通フォーマット

〇共通設計内容を「生コン伝票情報統合サーバ開発仕様書」として
日建連を通して公開

〇２０１８年度プリズム参加の、出荷システム開発社（５社）が対応
住友セメントシステム開発、ハカルプラス、パシフィックシステム、
ユーエム・システム、リバティ社が対応（シェア８５％）

11



供給側 伝票自動転送の設定

〇クラウド化インストール方式

出荷システムのプロ
グラムを修正したも
のを従来のシステム
にインストールして、
電子化対応とする

〇外付けPC によるWiFi 方式

出荷システムから別
途設置のパソコンに
データを取得・加工
して、ＷiFi 経由でク
ラウドに情報を上げ
る

出荷システムの
プログラム修正のみ

PC1台の設置と、ルータ経由での通信管理が必要

12



施工側 伝票情報の取得

〇T-CIM/Concrete
〇日建連システム（it-Concrete)
以外の他社システムも、
「生コン伝票情報統合サーバ
開発仕様書」に従い接続可能

⇒本年度：鹿島建設さんでも
接続を検討

13



８工場/１８工場

９社 / １９現場 (コロナ禍による中止あり)

１８工場/３５工場

大成建設

東京 横浜 藤沢
支店 支店* 立坑

Ａ Ａ
Ｂ Ｂ *建築
： ： 工事

工場
１

工場
２

工場
３

工場
１

工場
２

組合所属の
A工場

Ｂ工場

C
工場

日建連クラウド

工場
ｎ

・・・・・・・・

東京地区協組 神奈川協組

工場
ｎ

組合所属の

日建連システム
or 自社システム？

Ｂ社

現場
〇か所

Ｃ社

現場
〇か所

Ｄ社

現場
〇か所

Ｅ社

現場
〇か所

T-CIM/Concrete

湘南協組

●１２月末より
順次,
生コン工場に
電子化対応
システムを
インストール
(機材設置)

東京都心地区・神奈川地区での実装

●２０２０．１２．７
日本建設業連合
会にてＷＥＢ説明
会を実施

14



電子化システム適用工場と供給現場（１）

15

No. ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱
導入日 1/13 1/14 12/22 1/7 1/15 2/25 12/21 1/14 3/3 1/12 1/22 1/26 12/28 1/19 12/23 2/1 12/21 3/1

会
社
・
工
場
名

会社名

1 1 鹿島建設 ● ● ● ● ● ●

7 2 ● ● ● ● ●

8 3 ● ● ● ●

9 4 ● ●＊

10 5 ●

12 6 ● ● ●

15 7 ● ● ● ●

23 8 ● ● ●

24 9 ● ●

25 10 ● ●

28 11 ● ● ● ● ●

30 12 大本組 ●

31 13 大豊建設 ●

32 14 竹中工務店 ● ●

33 15 松井建設

凡例： ●：導入済、実施済　●：導入済、予定（期ズレ含む） 事情により中止

吉
田
建
材

東
京
ト
ク
ヤ
マ
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト

日
本
強
力
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
工
業

東
京
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
砂
町

日
立
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
新
砂

上
陽
レ
ミ
コ
ン

ア
サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
品
川

第
一
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
京
浜

東
京
菱
光
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
品
川土･建区分No.

横
山
産
業
川
口
第
一

桐
生
レ
ミ
コ
ン

三
多
摩
太
平
洋
生
コ
ン

溝
口
瀬
谷
レ
ミ
コ
ン

土木

土木

土木

八
洲
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト

（検討中）

関
東
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト

城
北
小
野
田
レ
ミ
コ
ン

土木

土木

土木

土木

土木

大成建設

鉄建建設

内
山
ト
ク
ヤ
マ
生
コ
ン

東
京
エ
ス
オ
ｌ
シ
ｌ
芝
浦

土木

土木

土木

土木

建築

飛島建設
建築

東京地区
生コン
協同組合

情報更新中



電子化システム適用工場と供給現場（２）

16

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 備　考

1/14 3/2
導入

済み
2/26 1/15 ― ― 2/17 2/25 1/25 3/3

会
社
・
工
場
名

出荷システム：
ＰＡ：パシフィック
ＳＭ：住友システム開発
ＵＭ：ユー・エムシステム

会社名 土･建区分 ＰＡＰＡＳＭＳＭ ＰＡＵＭＵＭＳＭＳＭ ＰＡＰＡ

101 1 安藤･間 土木 ● ● ●

103 2 清水建設 土木 ●

106 3 建築 ● 〇 〇 ● ● 〇良好Gについては、社内セキュリティ

107 4 建築 〇 ● ● 対応から、ユー・エムの現行システムの

108 5 建築 ● ● オンデマンド化が必要であり現時点で

113 6 土木 ● 未対応（システム改修すれば可能）

114 7 土木 ●

117 8 土木 ● ●

118 9 建築 ●

119 10 土木 ●

120 11 飛島建設 土木 ● ● ●

東京9 東京4 大成建設 土木 ● 神奈川協組扱い

PJ対象工事 大成建設 土木 ● ● 湘南協組扱い

凡例： ●：導入済、実施済　●：導入済、予定（期ズレ含む） 事情により中止

横
浜
エ
ス
オ
ｌ
シ
ｌ

内
山
ト
ク
ヤ
マ
生
コ
ン

第
一
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
本
牧
工
場

大成建設

三井住友建設

前田建設工業

No.

第
一
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
京
浜
工
場

藤
沢
生
コ
ン

三
和
石
産

東
伸
コ
ｌ
ポ
レ
ｌ
シ
ョ

ン

第
一
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト
港
北
工
場

神
奈
川
菱
光
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト

鶴
見
菱
光

川
崎
宇
部
生
コ
ン
ク
リ
ｌ
ト

神奈川
生コン
協同組合

情報更新中



供給者のメリット② 追加するシステム構成

複数現場の 進捗情報
運搬打設実績

工場用の専用画面に反映

複数工事を
同時に表示

運搬実績から
帰車時間を予測し提供

提出書類を
アップロード

現場で書類をダウンロード

電子化された書類を
クラウド上で保管
全ての履歴を管理

17



過去の運搬
実績から

帰車時刻を
予測し、表示

複数現場への出荷を想定した工場側画面

<工場専用のタブレット画面>       ⇒ 同時に、複数の出荷現場における
運搬・待機・打設状況を把握

・生コン車運行台数と所要時間

・帰着予想時間

・直近の出荷/打設のペース

・返車有の通知

現場の詳しい状況や受入れ試験値
を知りたい場合は現場画面を表示

18



19

工場から現場への提出書類の電子化

・メールアドレス事前登録
・アドレスとパスワード認証設定

Upload/Downloadの
日時・履歴を登録・表示



20

it-Concrete 機能の説明



運搬情報を品管システムとリンクし提供

＜１台の生コン車の履歴＞

＜運搬車の現在位置
および属性の表示＞

●施工業者からの生コン車運搬情報の提供（藤沢立坑で適用）

21



・運搬履歴
・運搬中の品質変化の記録

様々な運行管理システムとの連動の検討

インテリジェントミキサ車

出荷システム社や、輸送機メーカの有するシステムも
T-CIM/Concreteと統合すべく、フォーマットの統一を検討

（KYBのシステムについては、
天ケ瀬ダムおよび荒島トンネル
工事で試行）

22



藤沢立坑工事での電子化システムの利用

底版（約１０００m3/1回打設）の施工
23



プリズム２０２０関連の試行内容

24



T-CIM/Concrete (工場連携＋打重ね管理)

←打重ね管理システムは
プリズム２０１９分の成果

25



26

施工履歴のクラウド保存、帳票機能の活用



27

施工履歴のクラウド保存、帳票機能の活用



プリズム2019追加関連の試行（全数測定）

28



インターネットカメラで撮影

画像解析とＡＩによるスランプ推定

全数計測値をクラウドで共有

T-CIM/Concreteの
表示画面に反映

スランプの
全数ログ

【A生コン工場】

【B生コン工場】

29

プリズム2019追加関連の試行（全数測定）



①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法

社会実装を進める上での課題点（プリズム２０１９で提示）

生コン車
の台数分

ＪＩＳ伝票

どこに、何時までに、何を、何m3

運転手さん

社会実装を進める上での課題点とその解決
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①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法

運用組織設定⇒土木建築工事に展開可能

<２０１８～２０年度>

・日建連を通して品管
システムを無償提供

・コンソーシアム費用
でクラウドを運用

・日建連/コンソーシ
アム管理下で運用
（限られた工場・
現場での適用）

＜２０２１年度以降＞

クラウドの設置と品質管理システム運用を
成和コンサルタントに移管

⇒ プリズム枠外で、建築・土木に関わらず
第三者利用を常時可能とする

⇒２０２１/４以降もクラウド型品管システムを
提供できる体制
ただし、クラウドの維持・管理のため施工者に課金

31



運用組織設定⇒土木建築工事に展開可能

①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法

32

NETISを取得
KT-２００１５２-A
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it-Concreteの提供機能

・「工場出荷：タブレット入力」で、製造・運搬・打込のクラウド上管理
・帳票出力 (帳票のオンデマンド可能) に、
プリズム２０２０成果として、

・工場用専用画面
（現場施工情報の提供）

・現場提出書類のダウンロード
機能 を追加



＜工場連携機能はオプション＞
対応可能なシステム社とバージョンが限定され、
初期費用と工場許諾が必要のため

＜クラウドの維持・管理のため施工者に課金＞
１００ｍ３で￥７,５００，１０００ｍ３で￥７５, ０００

＜他システムへのクラウドからの伝票情報の提供は可能＞
it-Concreteのシステムの使用には限定しない

it-Concreteの提供機能
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①JIS対応下でのぺーパレス化の可能性
②システム運用組織と運用上の費用負担
③国交省以外の民間土木・建築工事での適用の拡大
④納品書・受領書機能・運搬者への作業指示書の代替え方法

社会実装をする上での課題点（プリズム２０１９で提示）

社会実装を進める上での課題の検討継続
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i-Construction施策の具現化）

36

構造物CIM

2018年度→2020年度

構造物位置情報

全数品質情報
維持管理情報として将来的に活用2019年度

生コン情報の電子化について
２０１８年度から継続
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第10回ｺﾝｸﾘｰﾄ工生産性向上協議会に報告

日建連から報告
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第10回協議会報告内容と議事
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基準化案の策定
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基準化案の策定



41

生産者側にメリットを創出するために

供給側・施工側への意見の聴取
⇒取りまとめ⇒機能等の改善


	建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用�に関するプロジェクト（２０２０）
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41

